
戸

令和9年度厚生労働省予算概算要求における重点要求
創薬・先端医療を始めとする戦略分野を中心とした官民連携の国内投資を徹底するとともに、国内投資を全国に拡げ、投資と賃上げの好循環を加速させ

ていくため、賃上げ環境整備・労働市場改革・人材育成等の分野横断的な課題に対応する必要がある。
また、成長型経済に合わせて物価・賃金上昇を適切に反映する中で必要な医療・介護等の提供体制を確保するとともに、安全•安心の確保、包摂的な地

域共生社会の実現等を図る必要がある。
このため、以下を柱に重点的な要求を行う。 （I • IIについては、創設された『「強く豊かな日本」投資枠』を積極的に活用）

<1.創薬・先端医療＞
0革新的医薬品の創薬環境整備
0感染症危機対応医薬品等の確保支援等 国内投資を0バイオ医薬品 ・ 再生医療等製品等の開発 ・ 製造体制の整備 起点に
0革新的デバイスを活用した先端医療の推進 成長軌道へ
0ライフログデータ等の利用基盤整備等
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<1.賃上げ環境整備＞

人材力の強化と
0業務改善助成金等の「賃上げ」支援助成金パッケー ジ等

国内投資拡大のく2．労働市場改革＞
環境整備 0処遇向上に向けたリ・スキリング支援や生産性向上

0「労働市場の見える化」等による外部労働市場の機能強化 ・

労働者の希望に応じた円滑な労働移動の促進
0多様な人材の労働参加の促進
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0老朽化・災害対策を含む施設・設備の計画的な整備 の実現

0中小企業を始めとした企業の人材マネジメントヘの支援
く3.人材育成＞
0医療・介護・福祉等分野の必要なエッセンシャルワ ーカ ー

の確保
<4.金融＞
0資産運用立国の取組の発展

国民の命と健康、生活を守り、安心して働き、活躍し、挑戦できる基盤の整備
経済・物価動向等の的確な反映による医療・介護等の提供体制の確保

m. 持続可能な社会保障制度の構築、安全•安心の確保、包摂的な地域共生社会の実現等

く地域医療・介護の提供体制の確保＞
0将来の医療需要等を見据えた医療提供体制の整備 ・ 強化
0救急 ・ 災害医療提供体制等の確保、小児 ・ 周産期医療提供体制の充実
0地域包括ケアシステムの更なる深化 ・ 推進
0地域特性を踏まえた人口減少の要因分析及び人口減少対策の効果検証の推進

く攻めの予防医療と疾病対策等＞
く感染症対策の体制強化、国際保健の推進＞
く安定的で持続可能t‘医療保険制度・介護保険制度の運営確保＞

く地域共生社会の実現等＞
0生活保護制度の着実な推進
0生活困窮者自立支援等の推進、包括的な支援体制の整備
0障害者支援の促進、依存症対策の推進
0新しい成年後見制度を見据えた地域の権利擁護支援体制の確保、身寄り

のない高齢者等の支援の推進
0自殺総合対策、ひきこもり支援の推進、困難な問題を抱える女性への支

援の推進
く安心できる年金制度の確立＞
く戦没者の慰霊・戦没者遺族等の援護の推進＞
＜被災者・被災施設の支援等＞

※ 薬価改定等、実際の経済・物価の動向が令和8年度診療報酬改定時の見通しから大きく変動し、医療機関等の経営状況に支障が生じた場合の診療報酬の調整、介護報酬改定、障害
福祉報酬改定、生活保護基準の見直し等への対応及びその他重要政策については、予算編成過程において検討する。

※ 「第1次国土強靱化実施中期計画」における推進が特に必要な施策については、予算編成過程において検討する。
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